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寿地区では、『地域の子どもは地域で育てる・子どもは寿の宝』を合言葉に、地

域と学校が連携して子どもたちを育て、子どもたちも学校と地域からより多くのこ

とを学ぶ環境をつくるために、寿地区学校応援団を組織し活動をしています。そし

て、この活動の中では、多くの地域ボランティアの皆様の協力が不可欠です。

子ども達の学習支援や伝統文化の継承のお手伝いをしてくれるボランティアの方

を募集しています。子どもたちに教えながら楽しく活動してみたい方はぜひ寿公民

館（℡５８－２０３８）まで連絡をお願いします。

寿小学校３年生が寿公民館の施設見学に訪れ

ました。訪れた児童たちは、公民館や隣接する

福祉ひろばの役割や施設の内容について百瀬公

民館長から説明を聞き、普段入る機会のない会

議室や調理実習室等館内を興味深そうに見学し

ていました。

児童たちが消防車に目を輝かせながらかわるがわ

る運転席や後部ステップに乗り込む様子に、消防団

の皆さんは「子どもたちに興味を持ってもらい、将

来入団してもらえたら」と話していました。

第16分団消防団員の皆さんを講師として、

社会科学習を実施。各教室で消防団の取り組み

や役割について話を聴いた後、実際に使用され

る消防車の見学を行いました。

本物の消防車

に乗ったよ！

調理実習室で説明を聞く様子

寿公民館を見学！



９月９日に寿小学校5年生が稲刈り見学学習を行いました。鉢伏ファームの皆

さんにお越しいただき、稲刈りやコンバインについて話を伺いました。美味しい

お米ができるまでにどのようにして田植えや稲刈りが行われるのか本物の稲を見

せながら説明し、児童は熱心に耳を傾けていました。農業に関心を持ち、食事へ

の感謝、将来への視野を広げるきっかけになったのではないでしょうか。

寿地区の歴史に詳しい青木教司先生を講師に、牛伏川用水分水地について学

ぶ社会科学習が行われました。武田信玄がどのように分水地を作ったか、どの

ように寿の

村が水を確保し

てきたか、江戸

時代の地図等を

観ながら児童た

ちは熱心に耳を

傾けていました。

４～６年生を対象としたクラ

ブ活動が、６月から10月にかけ

て計３回行われました。編み物

手芸、クラフトバンド工作、

ニュースポーツ、文化箏、マ

レットゴルフと５つのクラブで、

地域住民が児童に指導ながら交

流・活動を楽しみました。

昨年度に引き続き、コロナ対策を行いなが

ら地域ボランティアを講師としてミシン学習が
行われました。児童たちはミシンの使い方や縫

い方を丁寧に教わり、熱心にランチョンマット

を作っていました。ボランティアの皆さん、ご

協力いただきありがとうございました！

ニュースポーツクラブ 編み物手芸クラブ マレットゴルフクラブ

文化琴クラブクラフトバンド工作クラブ

青木先生による解説を聴きます


